
 

国土強靱化 民間の取組事例 262   初動体制の構築 

自分を守る！ ▶初動体制の構築 02 役割やルールを決める 

262 旅館やホテルが取り組む防災活動 

取組主体【掲載年】 法人番号 事業者の種類【業種】 実施地域 

道後温泉旅館協同組合 
【平成 28 年】 

3500005001072 その他防災関連事業者 
【宿泊業，飲食サービス業】 

愛媛県 

 愛媛県松山市の道後温泉は、年間 100 万人が訪れる四国有数

の観光地である。一方、温泉の周辺地区は旅館や商店等が密集

しており、南海トラフ地震等が発生した際には建物の倒壊や火

災の発生等が懸念される。 

 このための道後温泉旅館協同組合では、平成 28 年 3 月に、旅

館 ホテルル、商店街、公民館、子規記念博物館、銀行等計 43 施

設 174 人が参加した合同防災訓練を実施した。 

 訓練では、地震による火災を想定し、通報から避難誘導、不明

者捜索、本部への連絡といった連携作業の確認に加え、起震車

での地震体験、消火訓練、AED 操作や担架作成 ホ人工呼吸等の

救命訓練、発電機の操作訓練等を実施した。 

 また同組合では、訓練の他に、備蓄用にも機能する自動販売機や衛星電話、発電機、ヘルメットの

導入に取り組むとともに、宿泊施設に最低でも 1 人以上の防災士の資格取得を推奨するなど、観光

地ならではの活動に取り組んでいる。本年 8 月時点で組合内の防災士が合計 34 名、防火連絡協議

会に加入する施設は、21 施設となっている。 

 

▲訓練時の風景 


